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序文

本庄市遺跡調査会は、平成3年度に市内の民間開発に対する

埋蔵文化財の保護を目的に暫定措置として設置されました。

当時はバプル経済の後半期でありましたが、どのようにすれ

開発に対する保護という命題を、調和あるものとして事業計画

の中に盛り込めるものか苦悩した経緯があります。

しかし、現在に至るまで遺跡調査会が稼働したのは今回で4

件目にとどまります。このことは、不必要な発掘調査をするこ

となく、現状保存が多くなされたことを意味します。

埋蔵文化財の発掘調査は、原因者負担によるとの文化庁より

のご指導により、私ども職員が対応している次第でありますが、

開発を行われる方々に対しましても、ご理解とご協力をいただ

きまして、貴重な本庄市の文化遺産の保護を実施できる次第で

あります。

今回の文化財保存事業は経済低迷期から立ち直ろうとする時

期に浮上した開発行為にかかるもので、当初試掘調査を実施し

た本庄市教育委員会の文化財保護係から、全面発掘ではなく、

遺構が確認された範囲のみ拡張して極力時間と経済的な負担を

軽減する前提で対応する旨、連絡をうけました。

調査担当者や作業に従事された皆様方には、たいへんなご苦

労であったと思われます。また、今回の埋蔵文化財保護の趣旨

をご理解いただきました事業者の方々をはじめ、なにかとご協

力を得ました皆様方に、文末ではありますが、記して感謝申し

あげます。

平成8年3月25日

本庄市遺跡調査会

会長 塩原 暁



例 言

とみた しゃくじ

l、本報告書は、埼玉県本庄市大字西富田字社具路688-1に位置する社具路遺跡第 9地点の発掘調査報

告書である。

2、発掘調査は、株式会社東日石油のガソリンスタンド建設事業計画に伴い、本庄市遺跡調査会が同

社の委託を受けて実施したものである。

3、発掘調査は、本庄市教育委員会が開発予定範囲内を事前に試掘調査し、遺構が確認された箇所を

拡大して調査を行った。

4、事前の範囲確認のための試掘調査は本庄市教育委員会の佐藤好司主事が担当し、発掘調査は本庄

市遺跡調査会の増田一裕が担当した。

5、発掘調査は平成6年11月21日から同年12月22日にかけて実施した。また、その後の整理作業及び

報告書刊行作業は、平成 8年2月20日までの期間中に実施した。

6、基準点測量杭の設定は株式会社昭和に委託して行い、実測図の作成は手作業で行った。

7、本書の執筆、製固、編集は増田が行った。

8、本書に掲載した遺構実測図、出土遺物、写真等の記録成果品は本庄市教育委員会において保管し

ている。

9、本書に掲載した実測図の縮尺は以下のとおり統一した。それ以外については、縮尺を明記した。

遺構 1/60 カマド 1/30 土器 1/4 

10、本書の編集に際しては、本庄市教育委員会文化財保護係である太田博之主事、佐藤好司主事より

諸々のご教示を得た。記して感謝します。
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I 調査の経緯と経過

1、本庄市遺跡調査会発足に至る経過

平成元年前後より列島を吹き荒れたバプル経済も沈静化し、本庄市においても、開発と埋蔵文化財

保存事業の正比例した増加も極端に減少している。このような小康状態の中で、近年の傾向としては

個人住宅の開発が増大しているのが現状である。しかし、道路整備の拡充に伴ない、周辺の開発は助々

に進行しつつあり、市街地西方の金鑽大通り線は、県道から国道462号線に昇格し、沿線ぞいの開発は

益々増加しつつある。

平成 6年4月11日付けで東日石油株式会社よりガソリンスタンド建設にかかる「埋蔵文化財の取扱

いについて」の協議書が提出された地域は、まさにこのような場所であった。当該地域は国道462号線

の建設事業に先立ち発掘調査が実施され、大規模な古墳時代集落跡であることが確認されており、埼

玉県遺跡地図に基づくならば、本庄53-093号遺跡の範囲内であることは明白であったので、平成6年

4月14日付本教社発第24号で 「埋蔵文化財の所在について」の回答文書を送付し、以後保存措置とし

ての協議を行うよう指導した。

ただし、当該地は遺跡範囲の限界であり、実質的に範囲の確認を必要とするため、平成 6年5月13

日から同月24日までに本庄市教育委員会において試掘調査を実施し、範囲、規模、性格、時期等の確

認を行った。調査は重機を使用し、南北のトレンチを10本設定したが、その結果、住居址、土壊、溝、

ピット群がやや散漫的ではあるが、確認されるに至り、現状保存が望まれた。

しかし、建設内容がガソリンスタンドであり、現状保存の措置は困難なことや、遺構の数が少ない

ことなどから開発実施の方向で進み、やむを得ず事前の記録保存による発掘調査を実施することとな

った。事業者は民間であり調査の実施にあたっては本庄市遺跡調査会に移管し、現地調査を行うこと

となった。これに際して事業者と本庄市遺跡調査会で平成6年6月23日付で「社具路遺跡9地点保存

事業」委託を締結することとなったが、当該事業予定地に隣接する側道使用申請の関係から事業自体

が延期されることになった。この間、作業員等の待機で調査会としてはかなりのロスタイムと日程調

整を余儀なくされたが、平成6年11月10日付で委託契約書の締結となり、平成6年11月21日より現地

の発掘調査に入った。

発掘調査にかかる諸手続きについては以下のとおりである。

文化財保護法第57条第1項の規定にかかる「埋蔵文化財発掘調査の届出についてj

平成6年11月10日付本遺会発第 1号 会長 塩原暁より文化庁長官宛提出

文化財保護法第57条の 2第 1項の規定にかかる「埋蔵文化財発掘の届出について」

平成6年11月10付東日石油株式会社 代表取締役 長尾次夫より文化庁長官宛提出

以上を平成6年11月15日付本教社発第283号で埼玉県教育委員会を経由し文化庁に通達

（本庄市教育委員会事務局）
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2、歴史地理的環境

本庄市は埼玉県北西部に位置する。近年では拠点都市法の制定を受け、周辺児玉郡の中核都市とし

て着実に発展の一途をたどっている。本庄市の地理的環境は関東平野の北西部に連なる上武山地を水

源とする神流川によって形成された扇状性台地及び、利根川ぞいに発達した微低地からなり、前者の

台地上に埋蔵文化財が集中し、現在は周知の遺跡が185カ所を数える。いわゆる山岳地帯はないが、周

辺で見渡すことのできる山々は浅間山、榛名山、谷川岳、赤城山、男体山、筑波山と、信州、上州、

越州、武州、野州の五朴1の山並みを遠望でき、本地より望む赤城山の山容は最も美しい。しかし、こ

の赤城山より吹き下ろす空っ風は市内で最も風力がきつくなり、毎年厳しい冬を迎える。このように

地理的環境は、埼玉といえども上州と緊密なつながりを持つ（第 1図）。

第 1医 調査地周辺の歴史地理的環境（矢印は調査地、アミは山間部）
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古代の遺物、たとえば土師器などの型式も群馬県側の資料と類似する場合が多く、東山道や中山道

より逸早く西の文化が流入する地点でもある。特に越州など日本海側からの物資が通過する地点とし

ての位置づけも重要である。

このような環境から現在でも交通、経済、文化の個々は埼玉よりも群馬方面とのかかわりが深い地

域である。交通機関で10~20分あれば群馬県高崎市や伊勢崎市に至ることができる。方言の分布から

いっても高崎、倉賀野、藤岡、本庄・児玉地方は一つのエリアーを形成しているのである。

3、周辺の開発にかかる概況

本庄市の西域に位置する大字西富田地区は、県内でも有数の埋蔵文化財の宝庫として、昭和30年代

より二本松遺跡（市指定文化財）の発掘調査などが行われ、関東における古墳時代集落跡の研究上学

史的にも重要な地域であることが周知となった経緯がある。

この古代集落遺跡群を南北に縦断する、県道金鑽大通り線（現国道462号線）が建設されることにな

ったのは昭和50年代後半である。この時に社具路遺跡が発掘調査され、数100軒以上に及ぶ住居址が確

認され、周辺が重要遺跡であることは明白となった。さらに、同国道と交差する市道南大通り線が開

通し、同道路の建設に際しても本庄86号遺跡の発掘調査が実施された結果、周辺は連綿とした大集落

群であることが判明するに至った。こうして、わずか10数年前までのどかな農村地帯であった西富田

地区は、急速に開発が進行し、ここ数年で、埋蔵文化財の諸調査例も急増している（第2図）。

社具路遺跡は埼玉県遺跡地図に登録された本庄93号遺跡に該当する。この遺跡に最初のメスが入っ

たのは昭和55年度に実施された金鑽大通り線建設事業に先立つ調査による。当初社具路遺跡として一

括されていた地区は、集落跡遺構の分布状態から五領 ・和泉式期を中心とする南側の第 1地点と、鬼

高式期と国分式期を主体とする北側の第2地点に分離される内容となった。その後、諸調査の増加と

ともに11件の保存事業が実施されている。

現状において、多くの発掘調査、試掘調査を実行した結果、社具路遺跡の範囲は極めて限定される

こととなり、本報告にかかる第9地点は西南限にあたることが明白であったので、発掘調査の実施と

なった。
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第 2固調査実施位置図 (1: 5,000) 
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II 遺構と遺物

1、調査の方法と遺構の概要

本庄市教育委員会による事前の試掘調査では、西側より A~Jまでの10本のトレンチを設定し、範

囲確認作業を行った。この業務は社会教育課文化財保護係の佐藤好司主事があたった。重機による表

土剥ぎの結果、遺構は北縁部を中心に分布していることが判明し、南東部においては遺構の検出を見

なかった。なお、この時点で極力遺構の範囲が明確となるよう、住居址の確認された部分を中心に拡

大した（第3図）。

この資料をもとに、本調査にあたっては、住居址と推定される部分を中心に重機によりさらに拡大

し、排土置場の確保と遺構の範囲を追跡した。拡張部分はF・G・Hトレンチの北よりに第 1区を設

定し、 E・Fトレンチの中央よりは第II区、 C・Dトレンチ間を第III区と命名した。

以降は人力により開掘を行った。遺構はいずれも地表下60~70cmで確認されており、比較的深い。

調査地内の地質はロームの粘土化が進行しており、乾燥するとクラックの著しい土質で、かなり硬質

の暗黄褐色土を基盤とする。このため、確認後の遺構のヒビ割れも顕著であった。ちなみに、周辺の

土壌は、北及び東北においては明瞭なローム層が分布しているものの、本地点は南側にひろがる低湿

地に近いことを指示している。調査実施前は微高地で地目は畑地であったが、地下の状態は地表と相

違した。

遺構の概要については、事前の試掘調査で推定された住居址の内、拡張第III区北辺の9-2号住居址と、

拡張第II区の9-3号住居址と考えられたものは、極めて浅い土壊状の遺構、もしくは自然の窪みである

ことが判明した。一方、拡張第 I区においては試掘調査時のF・Gトレンチ間で新たに 2軒の小型住

居址が確認され、その結果住居址は最終的に 6軒を数えることとなった。これらは真間、国分式期に

該当するもので、社具路遺跡において最も多く検出されている古墳時代の住居址は皆無であった。

その他の遺構としては拡張第 I区の東西両側と、拡張第II区のほぽ全域及び拡張第III区の南側に集

中してピット群が検出された。これらは掘立柱建物跡及び棚列と推定されるが、前者の状態で復原で

きたものは、拡張第 I区と拡張第II区でそれぞれ1軒づつ復原されたのみにとどまる。また、試掘調

査時に各トレンチで検出された溝状遺構と推定されたものは、いずれも土塙であることが判明した。

その他に試掘調査の時点で若干の焼土土壊が検出されているが、遺構の深さは極めて浅く、いずれの

焼成痕跡かは判然としなかった。ただし、拡張第 I区西端で検出された土壊4は、東側南北隅に礫を

数個おいており、土壊墓である可能性も考慮される。

以上ように、本地点においては遺構の密度が概して散漫で、遺跡の中心より離れていることが判明

した。次に各遺構の解説を行うが、社具路遺跡の範囲内ではすでに11地点にわたり諸調査が実施され

た経緯があるため、本地点より検出された遺構番号については、第9地点を冠して各遺構の種類ごと

に番号を付した。

検出された遺構の数は、住居址6軒、掘立柱建物2軒、土塙8カ所、ピット群3集中力所、焼土土

壊若干、自然の微低地であった。
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第 3図 調査地全測図 (1: 400) 



2、遺構と遺物

9 -1号住居址（第4~6図）

試掘調査Cトレンチ、拡張第III区の南側で検出された。周辺の南方にはピット群が集中する（第4

図）。住居址はほぼ東西南北に配置され、東西にやや長いプランを呈する。東西4,5m、南北3,7mを測

る。壁高は15cmで、遺構の遺存度は良好とはいいがたい。覆土は一様にやや茶味を帯びた黒褐色粘質

土が堆積し、細粒でかなりしまっている。床面のほぽ中央部及びカマドに接した南東コーナーよりで

ピット状遺構を検出したが、柱穴であるかは不明である。前者は深さ36cmを測る。

カマドは東壁の南より壁外で検出された。長さ110cm、幅54cm、深さ30cmで焼土が充填された状態

にある。正面の床面上には浅い土壊状の窪みが観察され、これはカマド内に連続していた。

遺物は概して少なく、国分式期の土師器片が若干出土したにとどまる。

z
 

\— •一 •

¥ 

¥

.

¥
．＼
．

i
 

1
,
1
,
J
 

。

◎
 ◎
 

◎
 
，
 

＇ 

,

L

’

'

,

 

，

ー

・

，
 

9

,

＇ 
◎
 

~ 
Q ------—---

第4図 第9-1号住居址周辺実測図 (1マス 4m) 

-7-



z
 

A 

疇

D C 

Fヽ E 

霞

'~ —----,I—H 

゜
2m 

第 5 図第9-1号住居址実測図（水糸高 • 64,8m) 

-8-



9・-4号住居址（第7~9図）

拡張第 1区で検出された。ほぽ東西南北に配置され、やや東西に長く、南東コーナ一部が若干張り

出した平面を示す。東西4,lm、南北3,3m、壁高20cmを測る。遺構内の堆積状態はフラットで、カマ

ドから流失したと推定される焼土プロックを含む層が厚さ20cm前後で堆積する。

貼床面が観察され、これは帯状を呈するものではなく、床下土壊を埋設した状態にある。部分的に

壁溝が検出されており、南辺では福16cm、深さ 8cmを測る。貼床面下には国分式期独特の床下土塙が

東北部に集中して重複している。

当地における国分式期の住居址には珍しく四本主柱穴が検出された。いずれも直径40~20cm前後、

深さは確認面より15cm前後である。ただし、これらは正方形に区画されたものではなく、菱形に配置

されている。また、東辺部には壁面よりにさらに 2カ所ピットが観察された。

カマドは東壁のほぽ中央部の壁外を掘削して製作されている。長さ80cm、蝠80cm、深さ50cmを測

る。内部には焼土の互層が観察された。なお、東側先端部は地山を 2段に整形している。

遺物は今回の調査において、最もまとまりのある状態で出土した。特に、カマド正面周辺には甕類

。
—

。

_
o
 

3
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A 

鳳
第6固 第9-1号住居址カマド実測図

（水糸高 ・64,8m)
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第7図 第9-4号住居址カマド実測図

（水糸高 ・64,Sm)
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第9-4号住居址断面観察表 (A-B)

l、暗灰褐色土

— D 2、黒褐色土（焼土プロック大粒多量）

3、暗黄褐色土（粘質）

4、暗茶褐色土（粘土プロック多梵）
5、暗黄褐色粘質土

6、暗茶褐色土

7、黒褐色土 ・ロームまだら状

8、黒褐色土・ロームプロック

9、黒味帯びた暗黄褐色土

第9-4号住居址断面観察表 (C-D)

1、暗灰褐色土
2、黒褐色土（焼土プロック大粒多量）
3 • 5、暗黄褐色土（粘質）
4、黒茶褐色土（ロームプロック含む）

5、黒灰色土 ・ロームプロック曇l ~ II慶｀
第8図第9-4号住居址実測図（水糸高 ・64,8m)
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第9図 第9-4号住居址出土土器実測図（断面アミは須恵器）

を中心に分布し、南壁ぞいには坪類が上面より転落遺棄したような状態で検出されている。器種とし

ては土師器甕、甑、坪。須恵器蓋坪、坪身がみられる。いずれも国分式期に所属する。なお、覆土中

より土錘 2点が出土しており、いずれも紡錘状である。また、北壁西よりの床面で偏平な自然礫を検

出しているが、いわゆる編物石であるかは不明であった。

第9-4号住居址出土土器観察表（単位cm)

番号 器種 法量 特 徴

1 甕 口径 23,4 胎土 ；褐鉄粒、石英、白色粒子、砂粒。整形 ；外面・底部及び胴部ヘラケ

器高 30,1 ズリ、内面・底部及び胴部ナデ、口縁部内外面ヨコナデ。焼成：普通、外

面胴部スス付着。色調；褐色。残存星； 2/3。Nul7十覆土。
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番号 器種 法星 特 徴

2 甑 底径 11,1 胎土；褐鉄粒、石英、白色粒子、砂粒、角閃石。整形；外面胴部 ・ヘラケ

器高 9,5 ズリとナデ、内面胴部ナデ。焼成：普通、外面胴部黒斑。色調；暗褐色。

以上 残存量 ：底部の一部のみ。 Nol5+17十覆土。

3 坪 口径 13,9 胎土；褐鉄粒、石英、白色粒子、砂粒。整形 ：外面底部 ・ヘラケズリ、体

器高 4,3 部 ・指頭圧痕、口縁部内外面ヨコナデ。焼成：普通。色調 ；淡茶褐色。残

存量； 3/4。Nu8十覆土。

4 坪 口径 14,0 胎土 ：褐鉄粒、石英、白色粒子、砂粒、角閃石、小石。整形 ：外面底部 ・

器 3,2 ヘラケズリ、内面 ・ナデ、口縁部内外面ヨコナデ。焼成：普通。色調 ；明

褐色。残存量：ほぼ完形。 Nal6。

5 坪 口径 11,9 胎土 ；褐鉄粒、白色粒子、角閃石、砂粒。整形；外面底部ヘラケズリ、内

器高 3,5 面底部ナデ、口縁部内外面ヨコナデ。焼成：普通、外面口縁部に黒斑。色

調 ：明褐色。残存董；ほぼ完形。 N叫2。

6 蓋坪 口径 13,8 胎土 ；褐鉄粒、白色粒子、石英、砂粒、小石。整形：外面上半 ・ヘラケズ

器高 2,4 リ、口縁部ナデ、内面 ・ナデ。焼成：やや甘く軟質。色調 ：灰褐色。残存

量：ほぽ完形。 Nu6。須恵器。

7 坪 口径 14,4 胎土：白色粒子、石英、褐鉄粒、砂粒。整形 ：外面底部回転ヘラケズリ、

器高 3,4 口縁部内外面ナデ。焼成；良好。色調：暗灰褐色。残存盤； 1/4。覆土。須

恵器。

8 坪 口径 14,0 胎土 ：褐鉄粒、白色粒子、砂粒。整形；内外面ナデ、外面底部粘土巻上げ

器高 3,8 痕渦巻状。焼成；良好、硬質。色調；暗灰色。残存撮； 1/4。Na5。須恵器。

， 坪 口径 14,7 胎土；褐鉄粒、白色粒子、石英。整形；外面底部 ・ヘラケズリ、内外面 ・

器高 3,9 ロクロナデ。焼成：かなり甘い。色調：内面・明褐色、外面 ・灰褐色。残

存麓； 4/5。Na8。須恵器。

9 -5・6号住居址（第10~12固）

試掘調査時のGトレンチで検出された。拡張第 I区の北東にあたる。 2軒が重複しており 、いずれ

も東西南北に配置しており、比較的小形の住居址である。 9-5号住居址は東西3,2m、南北2,7m、壁高

15cmを測る。覆土の堆積状態はやはり細粒で緻密な土質を示すものが単一に堆積している。床面の中

央部から北よりに東西に長い床下土墳が検出されており 、東西2,7m、南北1,3m、床面よりの深さ35cm

を測る。土壊内の覆土は焼土ブロックを多鼠に含む。壁溝、柱穴と推定される遺構は観察されなかっ

た。ただし、南東コーナーよりで径26cm、深さ10cmのピッ トを確認したが、柱穴であるかは不明であ

る。カマドは東壁の南よりで検出された。壁外に張り 出しており 、長さ72cm、福41cm、深さ43cmを

測る。外縁部に径18cm前後の円形状焼土が観察され、煙道の下底部と考えられる。

遺物は概して少なくカマド内から若干の土師器甕と南東コ ーナーに接したピッ ト内より坪を出土し

たにとどまる。いずれも国分式期に所属する。

9-6号住居址は前記の北壁に接して重複するもので、断面観察から9-5号住居址が新しい。北側は調

査範囲外にあたるため、規模は不明であるが、東西2,7m、南北1,8m以上、壁高 9cmを測る。壁溝、

柱穴、カマドなどは検出されなかった。覆土は暗茶褐色土の下にロ ームプロックが堆積する程度に止

まる。遺物は皆無である。
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第9-5・9-6号住居址断面観察表 (A-B)
l、灰褐色土
2、黒褐色土（焼土大粒まばら）
3、黒褐色土（焼土・ロームプロック多量）
4 ロームプロック
5、茶灰褐色土
6、暗茶褐色土（ロームプロックしもふり状）
7、ロームプロック
8、黒味帯びた暗茶褐色土
9、茶味帯びた黒褐色土
10、黄灰褐色土（粘質）
11、暗黄褐色土
12、暗茶褐色土
13、ロームプロック

第9-5号住居址断面観察表 (C-D)
l、灰褐色土
2、黒褐色土（焼土大粒まばら）
3、黒褐色土（焼土 ・ロームプロック多量）
4 ロームプロック
5、黒土（炭粒多量）
6、ロームプロック
7、焼土プロック
8、焼土
9、暗黄褐色土

第10図 第9-5・9-6号住居址実測図（水糸高 ・64,8m)
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第9-5号住居址カマド断面観察表
l、茶褐色土
2 • 4 • 5 • 7、焼土プロック
3、暗茶褐色土
6、暗茶褐色土（焼土プロック含む）
8、黒褐色土（焼土プロック含む）
9、暗茶褐色土

第11図 第9-5号住居址カマド実測図

（水糸高 ・64,8m)
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第12図第9-5号住居址出土土器実測図

第 9-5号住居址出土土器観察表（単位cm)

番号 器種 法量 特 徴

1 甕 口径 19,2 胎土；褐鉄粒、白色粒子、石英、角閃石、砂粒。整形：外面胴部 ・ヘラケ

器高 5,6 ズリ、内面胴部 ・ナデ、口縁部内外面ヨコナデ。焼成；普通、口縁部内面

以上 スス付着。色調：褐色。残存量 ；1/5。Na2。

2 甕 胴径 24,3 胎土；褐鉄粒、白色粒子、石英、砂粒。整形：外面 ・底部及び胴部ヘラケ

器高25,2 ズリ、内面・胴部ナデ。焼成：普通。色調：褐色。残存量 ：1/4。Nu1十以

以上 上 3十カマド内＋覆土。

3 坪 口径 14,3 胎土：角閃石、白色粒子、石英、褐鉄粒。整形：外面 ・底部ヘラケズリ、

器高 3,0 内面・ナデ、口縁部内外面ヨコナデ。焼成：普通。色調 ；茶褐色。残存量；

1/2。ビット内。
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9 -7・8号住居址（第13~15図）

試掘調査時のF・Gトレンチ間で、拡張第 I区設定時に新たに検出された。 2軒が重複状態にあり、

断面観察によれば9-8号住居址が新しい。 9-7号住居址はほぽ東西南北に配箇され、東西2,3m、南北2,0

m以上、壁高13cmを測る。壁溝、床下土壊、カマドは検出されなかったが、柱穴と推定されるピット

が数箇所で検出された。径は26~18cm、深さ17~5 cmを測る。遺物は皆無であった。

9-8号住居址は南側を前述住居址を切っており、北側は調査範囲外のため、規模は不明である。平面

は東西南北を示していない。東西3,0m、南北2,0m以上、壁高13cmを測る。壁溝は検出されなかった

が、東半分に床下土塙が検出されている。この土壊上に堆積する覆土には多量の焼土、炭化物が充填

されており、焼失家屋であった可能性が示唆される。カマドは東壁中央部の壁外で検出された。長さ

64cm、幅70cm以上、深さ12cmを測る。ただし、遺存度は悪い。

遺物は土師器甕、坪、須恵器台付坪のほかに、砥石、いわゆる編物石が出土している。

z
 

8
 

c,: 
2m 

第13図 第9-7・9-8号住居址実測図（水糸高 ・64.Sm)
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- D 

第14図 第9-7・9-8号住居址断面図（水糸高 ・64,8m)

第9-7・9-8号住居址断面観察表 (C-D)
l、暗茶褐色土
2、黒灰褐色土（ロームプロック含む）
3、黒褐色土（小ロームプロック含む）

4、3より黄味帯びる
5 • 15、暗黄褐色粘質土
6、黒灰褐色土（焼土プロック多量）
7、2と同じ
8 • 12、黄味帯びた黒灰褐色土
9、ローム
10、黒灰褐色土・ロームプロックしもふり状
11、焼土プロック
13、暗茶褐色土
14、黄味帯びた黒灰色土

＼ 亡3

~ 4 

~ 5 

゜
10cm 

第15図 第9-8号住居址出土土器実測図（断面アミは須恵器）

第 9-8号住居址出土土器観察表（単位cm)

番号 器種 法量 特 徴

1 甕 口径 24,1 胎土 ：褐鉄粒、白色粒子、石英、砂粒。整形：外面 ・胴部ヘラケズリ、ロ

器高 25,2 縁部内外面ヨコナデ。焼成：普通。色調；褐色。残存量； 1/8。NulO+11 + 

以上 覆土。

2 甕 口径 24,4 胎土：褐鉄粒、白色粒子、石英、角閃石、砂粒。整形：外面 ・胴部ヘラケ

器高 10,0 ズリ、内面 ・胴部ナデ、口縁部内外面ヨコナデ。焼成：普通、内面口縁部

以上 スス付着。色調：淡灰褐色。残存盈：口縁部1/5のみ。 Nal2。

3 坪 口径 14,7 胎土 ：褐鉄粒、白色粒子、角閃石、砂粒。整形：外面 ・底部ヘラケズリ後

器高 2,2 ナデ、内面・底部ナデ、口縁部内外面ヨコナデ。焼成；普通。色調：内面・

暗茶褐色、外面 ・褐色。残存最 ：ほぼ完形。カマド内。

4 坪 口径 14,0 胎土 ；褐鉄粒、白色粒子、角閃石、砂粒、小石。整形：外面 ・底部ヘラケ

器高 3,9 ズリ、内面 ・底部ナデ、口縁部内外面ヨコナデ。焼成 ：普通。色調；暗褐

色。残存量 ：ほぼ完形。 Nu6。

5 台付 口径 13,8 胎土；褐鉄粒、白色粒子、砂粒、小石。整形；内外面・ロクロナデ。焼成；

坪 器高 6,1 良好、外面に自然灰釉。色調；灰色。残存盤： 1/3。覆土。須恵器。
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9 -1掘立柱建物跡（第16図）

拡張第 I区の西側において検出された、試掘調査時よりピットの存在が確認されていたが、掘立柱

建物となった。西側は調査範囲外にため、その全容を知り得ないが、東西 3間x南北 2間と推定され

る。規模は芯々間で東西2,8m以上（復原で5,lm)、南北3,3mの規模を呈するものと考えられる。各柱

穴の大きさは径70~50cm、深さ21~60cmを測り、比較的しつかりとした掘削状態を示している。

6bj I Sb 

z
 

□
 

＼

園

B
1
¥
'
 

A
 

A B 

C D
 

E SK4 
F
 

゜
2m 

第16図 9-1掘立柱建物実測図（水糸高 ・64,Sm)
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9 -2掘立柱建物跡（第17図）

試掘調査時にFトレンチ中央部において住居址状の落ち込みが観察された。しかし、その大半はト

レンチ外にかかっていたため周辺を拡張した。その結果、住居址と考えられたものは自然の落ち込み

であることが判明し、拡張第II区においては多数のピット群が検出された。期間並びに工程上全容を

把握するには至らなかったが、主軸を南西に振るもので、東西3間X南北 2間の構造を呈する。復原

される規模は東西6,9m、南北4,6mを測る。各ピットの径は100~80cm、深さ56~42cmを測る。一部

は2段に掘削されており、大形でしっかりとした構造であったものと推定される。

N l@(g ＼ 

I。
'¥ 

I 

” ＠ 
◎ 

゜
2m 

A
 

B
 

C 

第17固 9-2掘立柱建物実測図（水糸高 ・64,Sm)
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ピット群（第3~4図）

拡張第 I~III区において検出されている。前項で観察された掘立柱建物跡に復原されるもの以外と

しては、棚列状のものが第 I区東端と第II区西端において検出されている。前者は径20cm前後の小形

ピットが3カ所南北に連続するもので、直線状をとらなければやや西に湾曲して 5カ所となる。

後者は9-2掘立柱建物跡のほぼ中央部を南北に縦断するもので、 5基のピットが連続し、全長は

nm以上と推定される。

第III区の南側で検出されたピット群はまとまりのないもので、その性格は不明である。ただし、各

地区で検出されたピット群は、少なくとも住居址と重複せず隣接して立地する点で、両者は時期的に

も関連する遺構と推察される。

9 -1土塙（第4図）

拡張III区の南東部で一部検出された。 2段に掘削されており、内部とその周辺にはピットが確認さ

れた。長さ230cm以上、幅130cm以上、深さ50cmを測る。遺物は皆無。

9 -2土壊（第4固）

拡張III区の 9-1号住居址に隣接して検出された。断面V字状の深い掘り方を呈する。全長470cm以

上、幅160cm、深さ70cmを測る。遺物は皆無。なお、 9-1、9-2土壊ともその覆土は黒褐色の緻

密な粘土質土が堆積している。

9-3土壊（第3図）

拡張III区の北側一帯で検出された。非常に浅い溝状を呈する。試掘調査時にA、B、Cトレンチの

北端で確認された溝状遺構に連続するものと推定され、 Dトレンチ北端の住居址と想定されたものも

本遺構に関連するものと考えられる。性格は不明であるが、自然の低地である可能性も考慮される。

9 -4土壊（第16図）

拡張 I区の西側で9-1掘立柱建物の範囲内で検出された。西側は調査範囲外にあたるが、南北190

cm、東西75cm以上、深さ20cmを測る。南東及び北東コーナーに自然石を積み上げており、遺物は検

出されなかった。土壊墓に可能性がある。

9 -5土壊（第10固）

拡張 I区の東側で9-5号住居址の南に隣接して検出された。長さ245cm、帳150cm、深さ136cmを図

る。断面はV字状を示し、覆土は硬質の粘土質であった。遺物は皆無である。
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III まとめ

(1)集落出現期の様相

社具路遺跡は数次にわたる諸調査により、その範囲がほぼ判明した。今回の発掘調査場所は当該遺

跡を古代集落遺跡に限定した場合、その西南限を指示することが判明した。

本遺跡を包括する古代集落の範囲については、すでに微細地形の観察から東西600m、南北280mを測

る範囲に住居址が分布するものと推定した（増田 1991)。この範囲内に所在する遺跡は東方の薬師元

屋舗遺跡（仮称南大通り線内遺跡）、薬師遺跡などであるが、いずれも社具路遺跡を含め一つの古代集

落跡として把握されるものである。これら 3遺跡の発掘調査で確認された住居址は和泉式期、鬼高式

期、真間式期、国分式期を含むものである。

これ以前の住居址については社具路遺跡南地点において五領式期の住居址と土壌が検出されてお

り、同遺跡の東半と推定される西富田本郷遺跡においても五領式期の住居址が確認されているので、

両遺跡は上記とは別に一つの集落を形成しているものと考えられる。

対する北方には旧河道を介在して夏目遺跡が所在する。この遺跡は和泉式より開始され、鬼高式期、

真間式期、国分式期へと継続するが、本遺跡と同様に周辺の集落跡もほぽ和泉式期より出現し盛行す

る点は、本地域の古墳時代史を解明する上で極めて重要な指針を与えているといえよう。

特に夏目遺跡においては、第66号住居址より布留式甕に類似したものが出土しており（坂野 1988)、

また、住居址内における初期の造付けカマドの類例も古くより確認されており、その類例は周辺の遺

跡で多く確認された経緯がある。

こうした和泉式期に突如として集落が出現し盛行する動機は、量的にみて近隣で確認されている五

領式の集落が移動してきたとする内在的要因よりも、むしろ外的な集団の移動に基づく可能性が濃厚

である。

西富田周辺における古代集落跡出現の契機を総括的に観察するならば、最も北限に分布する二本松

遺跡がほぽ和泉式期の短期間に消長する様相を呈しており、ここにおいても第17号住居址より布留式

甕が検出されている（坂野 1988)。しかしながら、各住居址から出土した土師器の大半は、在地産の

和泉式土器であり、布留式甕もまたその胎土は在地の粘土を使用したものである可能性が濃厚である

ことからすれば、大和方面（倭王権の中核地域）よりの人の移動として把握される内容を秘めている。

このことは、本地域に造り付けカマドが導入される経緯と重複しており興味深い。このような集団の

移動についてどのような歴史的動向を反映しているものか知るすべもないが、少なくとも当時の国々

を人々が自由に集団移住できたとは考えられないので、政治的な要因を考慮する必要があろう。

それは、児玉地方周辺に分布する今城神社や長幡部神社あるいは、神流川を越えた群馬県藤岡市に

に伝承地を残す緑野屯倉にみるごとく、渡来集団や新田開拓集団の流入と関連する可能性も暗示して

いる。本遺跡の東半にあたる薬師元屋舗遺跡の第51号住居址より発見された、銘文紡錘車に刻まれた

「大田部身万呂」の人名が語るように、田部集団が存在した蓋然性は大きい。しかし、部民制出現の

の問題も残されているものの、和泉式期以来国分式期までほぼ継続的に消長する住居址をもつ両遺跡
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の存在から類推されることは、大田部身万呂が和泉式期に移動してきた集団の末裔である可能性を指

摘しておきたい。

(2)国分式期の集落構成について

社具路遺跡は従来より鬼高式期を主体とする住居址群で構成されていることが、東に隣接する国道

462号線の発掘調査で判明していた。しかし、本地点では国分式期の住居址のみで構成され、社具路遺

跡並びに薬師元屋舗遺跡の範囲内で、国分式期の住居址の分布の在り方が注目される。ところで、国

分式期の住居址は社具路遺跡並びに薬師元屋舗遺跡以外では北方の夏目遺跡にみられる。それ以外に

は周辺に集落跡が分布していない。このことは薬師元屋舗遺跡の第51号住居址から出土した銘文紡錘

車に刻まれた「武蔵国児玉郡草田郷」が示すごとく、これらの遺跡は草田郷を構成する蓋然性が極め

て濃厚である。しかしながら平安時代の児玉郡内における郷単位 (4郷）を考慮した場合、夏目遺跡

や薬師元屋舗遺跡に分布する国分式の集落のみではおそらく戸数的に少なく、さらに広範囲な地域を

想定しなければならない。それは、律令国家体制が崩壊し、在地武士団である児玉党の一族である富

田氏のテリトリーとなった範囲、すなわち旧大字東富田と大字西富田を包括する範囲がそれ以前の草

田郷を暗示しているのではないかと思われる。草田と富田はともに田にまつわる地名であり、あるい

は「草」の字を吉祥句である「富」の字に転化したのではないかと密かに考えている。
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あとがき

本庄市教育委員会では従来より長期事業計画をたて埋蔵文化財の保存事業を実施している。これら

の計画外で突発的に発生する民間開発に対応する目的から、暫定的に設立されたのが遺跡調査会であ

る。しかし、もとより調査会の設立とともに調査員や作業員の増員を行っているわけではなく、開発

行為者もさることながら、各担当者は最も困難な命題に直面しながら対応しているのが現状である。

さらに、本事業の後半は、文化財保護係の減員や新たな大規模事業に伴う新規遺跡調査会の発足等、

文化財保護係本来の業務に支障を来す憂慮すべき状況となってしまったことは遺憾である。

なおかつ、永年にわたり出土した遺物の量は数十トンに達し、仮設の埋蔵文化財センター（条例化

はされていない）やプレハプ倉庫では対応できない最悪状態となっており、これらを展示 ・啓発でき

る施設や組織の充実が切望されるのである。そして、このことを充実させることは、本庄市と市民の

文化的発展に寄与することにもなる。

今回の調査では不用な部分の開掘は極力さけ、予算と時間の軽減を図った。今や現状保存ができる

ものは試掘調査にとどめ、時間的な余裕がない中で不用意に発掘調査を実施すべきではないように痛

感した。そして、その分は啓発を重視し、保存と公開への道を開拓していきたく思う。

1996年3月20日

増田一裕記
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第9-2掘立建物跡検出状態
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